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広
瀬
淡
窓
の
自
然
観
に
つ
い
て

杜

栄

は
じ
め
に

　
広
瀬
淡
窓
は
江
戸
時
代
の
著
名
な
教
育
家
、
詩
人
で
あ
る
と
と
も
に
漢
学
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
、
豊
後
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

田
（
今
の
大
分
県
日
田
市
）
で
生
ま
れ
た
。
淡
窓
は
幼
年
の
時
か
ら
学
を
好
み
経
史
を
熟
読
し
た
。
十
歳
の
時
、
松
下
西
洋
に
教
え
を
受

け
、
そ
の
後
、
遊
学
し
て
筑
前
（
今
の
福
岡
市
）
の
著
名
な
学
者
、
亀
井
南
冥
、
昭
陽
父
子
に
師
事
し
た
が
、
病
気
の
た
め
二
年
ば
か
り

で
郷
里
に
帰
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
学
問
に
潜
心
し
、
教
育
事
業
に
一
生
を
捧
げ
、
近
世
日
本
に
お
い
て
最
も
大
き
な
学

塾
一
部
三
園
を
創
立
し
、
後
世
教
聖
と
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
淡
窓
は
漢
学
に
精
通
し
、
そ
の
生
涯
に
お
け
る
著
述
は
、
す
こ
ぶ

る
豊
か
で
あ
り
、
そ
の
上
多
く
の
漢
文
日
記
や
筆
記
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
数
多
く
の
漢
詩
を
創
作
し
て
お
り
、
「
通
儒
」
と
も
「
海
東

詩
聖
」
と
も
称
さ
れ
た
。
淡
窓
は
生
来
病
弱
で
、
さ
ら
に
二
十
八
歳
の
時
、
眼
疾
に
か
か
っ
た
た
め
、
農
商
の
業
へ
の
道
を
捨
て
、
専
ら

学
問
に
心
を
注
ぎ
、
後
学
を
教
育
す
る
こ
と
に
身
を
捧
げ
た
。
彼
は
一
生
篤
謹
に
し
て
、
俗
を
超
え
、
善
を
求
め
、
内
省
恭
敬
に
努
め
、

そ
の
感
化
に
よ
り
門
下
に
は
多
数
の
優
れ
た
人
物
が
輩
出
し
た
。
淡
墨
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
残
し
た
。
享
年
七
十
五
。
彼
の
一

生
は
闘
病
及
び
求
知
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

　
車
窓
は
、
日
本
近
世
後
期
に
お
け
る
著
名
な
漢
学
者
、
教
育
家
及
び
詩
人
と
し
て
、
日
本
思
想
史
、
教
育
史
及
び
文
学
史
に
お
い
て
重

要
な
地
位
を
占
め
る
。
淡
窓
そ
の
人
と
そ
の
思
想
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
近
世
思
想
、
及
び
漢
学
史
を
研
究
、
考
察
す
る
上
で
き
わ
め
て

重
要
で
あ
る
。
明
治
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
大
勢
の
学
者
が
、
淡
窓
と
そ
の
思
想
を
深
く
研
究
し
て
お
り
、
一
つ
の
専
門
学
問
一
議

窓
学
と
も
い
え
る
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
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淡
窓
の
生
涯
に
わ
た
る
著
作
は
か
な
り
豊
富
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
哲
学
に
関
す
る
代
表
作
は
、
「
三
説
」
と
称
さ
れ
て
い
る
『
約

言
』
、
『
析
玄
』
と
『
義
府
』
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
三
主
著
を
補
充
説
明
し
た
日
記
、
筆
記
等
も
数
多
く
あ
る
。
こ
の
な
か
で
は
、

伝
統
哲
学
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
東
方
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
亙
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
か
ら
淡
窓
の
哲
学
思
想
を

見
て
み
る
と
、
其
の
自
然
哲
学
思
想
、
自
然
観
が
彼
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
淡
墨
思
想
に
お
い
て
主
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
淡
窓
哲
学
思
想
の
主
要
学
説
は
「
敬
天
説
」
、
「
二
言
論
」
と
「
論
義
の
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
淡
窓
の
自
然
観
と
本
体
論
（
存
在
論
）

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
無
窓
の
人
生
哲
学
と
知
識
論
で
も
あ
り
、
そ
の
自
然
観
ま
た
そ
の
道
徳
倫
理
の
有
機
的
な
構
成
原
理
で
あ

り
基
本
前
提
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
淡
窓
研
究
に
お
い
て
は
、
自
然
観
か
ら
手
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
論
は
淡
雲
の
著

述
か
ら
出
発
し
、
前
人
の
発
表
し
た
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
淡
窓
自
然
観
の
内
容
と
構
造
に
対
し
て
考
察
を
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

第
一
章
淡
窓
自
然
観
の
基
礎

　
一
、
天
、
天
命
、
天
道
、
数
、
理
義
の
諸
概
念

　
無
窓
哲
学
の
中
で
も
「
敬
天
説
」
は
そ
の
思
想
の
中
心
で
あ
り
、
故
に
、
こ
の
天
概
念
は
淡
窓
の
哲
学
理
論
の
最
も
主
要
な
支
点
で

あ
る
。

　
「
天
」
に
関
し
て
、
淡
窓
は
、
『
約
言
』
の
第
二
則
に
、

　
　
そ
の
万
物
の
生
何
く
よ
り
出
で
、
而
し
て
そ
の
死
尽
く
に
帰
す
る
や
。
誰
か
こ
れ
を
寿
夫
し
、
誰
か
こ
れ
を
窮
達
す
る
や
、
固
よ
り

　
　
吾
人
の
測
発
す
る
所
に
あ
ら
ず
。
古
昔
の
聖
人
、
仰
ぎ
て
観
、
照
し
て
察
し
て
、
宇
宙
の
理
を
窮
め
、
以
て
彼
の
蒼
々
の
中
、
主
宰

　
　
者
の
存
す
る
有
る
を
知
る
。
乃
ち
こ
れ
を
尊
ん
で
上
帝
と
潤
う
、
な
お
人
間
に
帝
王
あ
る
が
ご
と
き
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
を
最
高
の
主
宰
者
の
地
位
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
天
の
形
状
に
関
し
て
は
、
『
約
言
或
問
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
天
の
形
体
は
空
虚
清
明
で
あ
る
、
…
…
（
中
略
）
天
に
は
も
と
高
下
も
な
く
、
長
短
も
な
く
、
始
終
も
な
く
…
…
。
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と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
天
は
確
か
に
存
在
す
る
一
つ
の
実
体
で
あ
り
、
こ
の
実
体
は
空
間
及
び
時
間
を
超
え
、
し
か
も
宇
宙
の
最

高
主
宰
者
と
し
て
万
能
で
あ
り
、
全
知
全
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
『
約
言
或
問
』
で
は
、
「
天
は
万
物
を
監
視
す
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

は
な
は
だ
明
白
で
あ
る
。
ど
ん
な
隠
さ
れ
た
も
の
も
、
小
さ
い
も
の
も
、
皆
照
し
出
さ
れ
る
。
人
間
の
善
悪
も
一
々
知
っ
て
い
る
」
と
い

う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
工
藤
豊
彦
博
士
は
、
「
天
の
全
能
の
知
と
無
限
の
は
た
ら
き
を
示
す
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
か
よ
う
に
、
擬
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

化
さ
れ
た
天
は
、
即
ち
上
帝
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
『
約
言
』
で
は
、
ま
た
「
天
命
」
、
「
天
道
」
な
ど
の
観
点
を
提
示
し
て
い
る
。
『
約
言
』
第
五
則
に
、
「
そ
も
そ
も
生
命
の
あ
る
万

物
は
、
い
ず
れ
も
命
を
天
に
受
け
る
」
と
い
い
、
ま
た
、
『
約
言
』
第
二
則
に
、
「
天
の
な
す
所
、
こ
れ
を
称
し
て
命
と
日
う
。
な
お
王
者

に
命
令
あ
る
が
ご
と
き
な
り
」
と
い
う
。
工
藤
博
士
は
、
「
天
の
な
す
と
こ
ろ
が
即
ち
命
で
あ
る
。
天
は
最
高
の
主
宰
者
で
あ
り
、
ま
た

絶
対
の
支
配
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
お
よ
そ
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
み
な
天
の
命
を
受
げ
、
天
の
命
の
制
約
の
な
か
に
生
き
る
。
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
万
民
の
父
母
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
関
係
は
一
層
密
接
で
あ
る
と
さ
れ
る
」
と
天
及
び
天
命
の
関
係
に
対
し
て
分
析
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
淡
紅
の
「
天
人
合
＝
思
想
を
的
確
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
淡
窓
は
、
天
が
人
格
神
で
あ
る
こ
と
、
且
つ
そ
れ
の
み
で
な

く
直
接
の
最
高
主
宰
者
で
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
天
と
人
間
は
直
接
に
繋
が
っ
て
い
る
。
「
天
人
合
＝

の
中
の
人
と
は
、
君
王
で
は
な
く
、
百
姓
を
含
め
た
人
間
一
般
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
道
と
は
具
象
的
な
実
在
（
存
在
）
で
あ
り
、
出

窓
の
思
想
で
は
、
ま
ず
君
王
が
天
よ
り
命
を
受
け
、
天
意
を
奉
じ
て
万
民
を
統
治
す
る
と
い
う
関
係
を
単
純
化
し
て
、
そ
の
君
王
の
「
人

事
」
を
省
き
、
天
及
び
天
命
、
天
道
と
人
間
（
万
民
）
と
の
直
接
性
を
強
化
し
た
、
つ
ま
り
存
在
関
係
の
直
接
性
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
淡
窓
の
天
人
合
一
論
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
『
約
言
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
つ
一
つ
の
観
点
を
通
し
て
、
淡
窓
の
天
人
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
で
き
る
と
思
う
。

　
天
命
の
意
味
は
、
即
ち
天
意
（
天
の
意
志
）
を
実
施
す
る
過
程
及
び
そ
の
結
果
で
あ
り
、
天
意
の
達
す
る
と
こ
ろ
み
な
天
命
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
社
会
の
各
方
面
の
秩
序
は
す
べ
て
天
命
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
は
ど
れ
も
こ
れ
も
天
道
に
従
う
こ

と
を
要
求
さ
れ
る
。
天
と
人
と
の
関
係
は
親
子
関
係
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
故
に
、
天
道
は
必
ず
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
屋
並
は
、
「
父
母
の
衆
子
に
お
け
る
、
そ
の
豪
い
愛
す
る
を
欲
し
、
そ
の
豪
い
害
す
る
を
欲
せ
ず
。
故
に
天
道
は
善
を
好
ん
で
悪
を

悪
む
」
（
『
約
言
』
第
二
則
）
と
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
故
に
、
人
間
は
必
ず
天
の
好
む
と
こ
ろ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
『
約
言
』
第
二
百
に
、
「
人
、
天
の
好
む
所
を
行
え
ば
、
天
も
ま
た

そ
の
好
む
所
を
以
て
こ
れ
に
命
ず
。
人
、
天
の
悪
む
所
を
行
え
ば
、
天
も
ま
た
そ
の
悪
む
所
を
以
て
こ
れ
に
命
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
か

く
し
て
、
人
間
社
会
で
は
、
聖
人
が
道
徳
教
化
を
立
て
天
命
を
奉
じ
、
天
道
を
行
う
の
で
あ
る
。

　
「
数
」
は
淡
窓
哲
学
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
数
と
は
自
然
界
及
び
人
間
社
会
の
秩
序
と
発
展
変
化
の
過
程

（
プ
ロ
セ
ス
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
体
存
在
の
法
則
を
反
映
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
事
物
の
本
体
と
規
律
に
は

同
一
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
『
析
玄
』
第
三
則
に
、
「
…
…
そ
れ
数
は
有
形
の
免
れ
ざ
る
所
な
り
。
昼
夜
相
い
代
り
、
寒
暑
相
い
推
す
は
、

数
の
天
に
在
る
も
の
な
り
。
高
岸
の
谷
と
な
り
、
深
谷
の
陵
と
な
る
は
、
数
の
地
に
在
る
も
の
な
り
。
生
ず
れ
ば
必
ず
死
あ
り
、
興
れ
ば

必
ず
亡
ぶ
あ
る
は
、
数
の
人
に
在
る
も
の
な
り
」
と
い
う
。
だ
か
ら
、
万
事
万
物
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
数
を
有
し
て
い
る
。
数
は
事

物
の
一
種
の
規
定
性
で
あ
り
、
事
物
の
当
然
依
拠
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
物
は
数
に
依
拠
し
て
発
展
変
化
し
、
ま
た
、
天
で
さ
え
も
数

が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
『
析
玄
』
第
十
則
に
、
「
天
道
の
善
に
指
し
悪
に
属
す
る
は
、
理
な
り
。
盈
つ
る
を
欠
き
て
損
す
る
を
益
す
る
は
、
数
な
り
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
数
は
事
物
の
根
元
で
あ
り
、
ま
た
、
理
は
「
天
理
」
（
天
道
自
然
の
理
）
と
し
て
「
天
道
」
を
明
ら
か
に
す
る
。

理
は
事
物
の
準
則
で
あ
り
、
故
に
、
理
が
事
物
の
善
悪
の
「
数
」
を
よ
く
判
別
し
（
物
を
測
る
も
の
は
、
そ
れ
自
身
も
必
ず
数
を
持
っ
て

い
る
）
、
そ
の
上
で
こ
れ
を
決
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
理
に
も
数
が
あ
り
、
善
を
福
に
し
、
悪
を
禍
に
す
る
変
化
は
そ
れ
自
身
の
数
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
特
に
、
人
間
の
数
に
関
し
て
は
、
天
の
数
及
び
地
（
物
）
の
数
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
更
に
一
歩
進
め
て
こ
れ
に
制

御
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
『
析
玄
』
第
三
則
に
、
「
但
し
、
人
間
は
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
天
や
地
と
は
同
じ
所
に

属
す
る
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
定
ま
っ
た
数
が
到
来
す
る
に
つ
い
て
も
、
人
の
行
為
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
最
も
大
事
な

点
は
、
道
を
ふ
み
行
っ
て
数
を
制
御
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

　
理
義
の
概
念
に
関
し
て
は
、
『
義
府
』
の
冒
頭
に
『
程
氏
易
伝
』
の
言
葉
を
引
用
し
、
「
物
に
在
る
を
理
と
為
し
、
物
に
処
す
る
を
義
と

為
す
」
（
艮
卦
）
と
い
い
、
ま
た
、
自
分
の
言
葉
で
も
、
「
理
は
天
よ
り
出
で
、
義
は
我
に
由
っ
て
立
つ
。
天
に
在
る
者
、
既
に
明
か
な
り
。

我
に
在
る
者
、
こ
れ
を
左
右
に
取
り
て
其
の
原
に
逢
う
。
故
に
、
理
は
義
の
府
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
理
は
事
物
の
自
然

［
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の
理
で
あ
る
。
即
ち
事
物
の
条
理
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
自
然
観
か
ら
み
る
と
、
事
物
の
法
則
の
意
味
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
禍
福
応
報
の
観
点
は
天
命
観
、
天
道
観
に
由
来
す
る
。
だ
か
ら
、
天
は
「
知
」
が
あ
り
、
悪
を
憎
み
善
を
好
む
。
天
意
は
人
間
に
通
じ
、

人
間
も
ま
た
福
を
好
み
禍
を
憎
む
。
天
命
に
違
う
べ
き
で
は
な
い
。
天
命
に
違
え
ば
天
が
災
禍
を
降
す
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
人
間
は
必
ず

善
を
行
な
っ
て
悪
を
抑
止
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
淡
窓
の
「
敬
天
説
」
に
お
け
る
天
人
関
係
が
体
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

「
敬
天
説
」
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。
故
に
、
『
約
言
』
第
二
十
二
則
に
、
「
天
道
善
に
照
し
て
悪
に
禍
い
す
と
…
…
（
中
略
）
而
る
に
人

或
は
こ
れ
を
疑
う
。
善
必
ず
し
も
福
せ
ず
、
悪
必
ず
し
も
救
い
せ
ざ
る
を
以
て
な
り
。
こ
れ
書
を
読
む
こ
と
精
し
か
ら
ざ
る
の
過
ち
な
り
。

『
贈
爵
』
に
曰
く
、
『
積
善
の
家
に
必
ず
余
慶
あ
り
、
積
不
善
の
家
に
必
ず
余
映
あ
り
』
と
。
…
…
（
中
略
）
こ
れ
に
由
り
て
こ
れ
を
観

る
に
、
善
、
福
せ
ず
、
悪
、
禍
い
せ
ざ
る
は
、
勢
い
然
ら
し
む
る
な
り
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
淡
々
の
観
点
に
よ
れ
ば
、
善
と
悪

の
行
為
が
福
及
び
禍
の
降
る
決
定
的
原
因
で
あ
り
、
天
及
び
数
の
変
動
が
そ
の
基
本
的
原
因
な
の
で
あ
る
。

　
二
、
『
敬
天
説
』
の
原
点

　
淡
画
哲
学
の
中
で
は
、
「
天
」
は
無
数
の
事
物
を
す
べ
て
包
容
す
る
実
在
体
で
あ
り
、
世
界
に
あ
る
万
事
万
物
は
ま
っ
た
く
天
よ
り
出

る
と
さ
れ
る
。
天
は
、
無
上
の
権
威
及
び
至
ら
ざ
る
所
な
き
能
力
を
備
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
人
間
は
天
に
対
す
る
畏
敬
の
情
を
抱
く
の

で
あ
る
。
世
上
の
一
切
の
秩
序
と
、
自
然
界
の
変
遷
、
王
朝
の
交
替
、
人
間
の
倫
常
秩
序
、
尊
卑
貴
賎
、
災
難
異
変
な
ど
、
天
が
皆
し
か

ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
は
最
高
の
主
宰
者
で
あ
る
故
、
人
間
は
必
ず
天
を
敬
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
意
に
対
し
て
従
順
で
、

天
が
規
定
す
る
道
に
違
反
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
敬
天
し
て
は
じ
め
て
安
身
立
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
敬
天
が
最
高

原
則
と
な
っ
て
す
べ
て
に
通
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
淡
窓
は
「
六
経
の
旨
、
一
言
に
し
て
毒
す
べ
し
、
敬
天
金
れ
な
り
」
（
『
約
言
』
第
二

則
）
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
儒
家
思
想
で
倫
理
道
徳
、
綱
常
名
教
、
及
び
典
章
制
度
を
包
括
し
、
す
べ
て
を
「
敬
天
」
の
下
に
統
轄
し
た
の
で
あ

る
。
敬
天
の
意
義
は
自
然
観
か
ら
倫
理
観
に
向
い
、
天
道
を
以
て
人
事
を
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
宇
宙
論
、
存
在
論
（
本
体
論
）
と
人
生

哲
学
と
を
結
合
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
す
な
わ
ち
淡
麗
の
自
然
観
の
帰
着
点
で
あ
り
、
人
生
哲
学
の
出
発
点
で
あ
る
。

　
淡
窓
の
自
然
観
は
、
天
と
い
う
こ
の
外
在
の
客
観
世
界
の
本
原
を
、
「
敬
天
」
の
方
式
を
通
じ
て
、
人
間
の
主
観
的
活
動
と
緊
密
に
結

一
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び
つ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
敬
天
説
を
内
面
化
さ
せ
て
い
る
。
自
然
観
と
敬
天
、
及
び
「
敬
天
の
心
」
と
を
合
一
し
た
こ
と
で
、
主
観
的
色

彩
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
淡
窓
自
然
観
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
陽
明
学
派
の
心
学
の
思
想
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
ま
た
朱
子
学
の
理
気
二
元
論
の
立
場
と
も
完
全
に
一
致
は
し
な
い
。
ま
た
老
子
の
「
道
」
の
思
想
と
も
似
か
よ
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
と
も
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
　
一
体
、
淡
男
の
自
然
観
は
折
衷
性
を
有
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
自
然
観
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
自
然
哲
学
の
多
く
の
基
本
概
念
は
、
決
し
て
同
一
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
の
意
義
（
価
値
）
を
有
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

第
二
章
「
回
数
論
」
と
「
理
義
の
説
」

　
一
、
「
制
数
論
」
の
根
拠

　
淡
墨
の
「
制
数
論
」
は
、
主
に
方
法
論
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
哲
学
的
意
義
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
淡
窓
の

思
想
的
成
功
は
老
子
の
存
在
論
、
方
法
論
と
儒
家
経
典
と
を
一
体
に
融
合
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
淡
墨
は
、
自
然
観
を

「
有
」
と
「
無
」
と
い
っ
た
境
地
の
中
で
活
動
さ
せ
、
さ
ら
に
、
晩
年
に
至
り
己
の
思
想
を
円
熟
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
淡
窓
は
『
析
玄
』
で
、
『
老
子
』
一
書
の
主
旨
を
剖
肥
し
、
且
つ
己
の
「
制
数
」
思
想
を
提
示
し
て
い
る
。
制
数
の
「
数
」
は
、
一
種

の
定
数
で
は
あ
る
が
、
物
事
が
変
動
し
、
人
間
が
思
惟
（
主
観
的
活
動
）
を
す
る
た
め
に
、
そ
の
数
は
変
化
す
る
（
前
章
を
参
照
）
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
が
制
数
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　
淡
窓
は
、
『
書
斎
語
録
』
．
に
、
一
老
子
の
学
は
、
数
の
一
字
に
帰
す
る
な
り
。
天
に
昼
夜
寒
暑
あ
り
。
人
に
生
老
病
死
あ
り
。
国
に
興
廃

盛
衰
あ
り
。
皆
こ
れ
数
な
り
。
誠
に
理
づ
め
な
る
者
に
し
て
、
一
分
一
楚
の
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
者
な
り
。
老
子
此
の
数
を
さ
し
て
自
然
と
，

云
う
。
…
…
（
中
略
）
天
の
付
与
す
る
所
は
、
定
数
あ
り
と
い
え
ど
も
、
我
々
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
多
け
れ
ば
、
速
か
に
尽
き
、
是
を
用

う
る
こ
と
少
な
け
れ
ば
、
長
く
存
す
。
故
に
老
子
は
、
聡
明
を
退
け
聖
知
を
断
ち
、
専
ら
無
為
を
尚
ぶ
。
掌
れ
精
気
を
養
い
て
長
く
存
せ

ん
が
為
な
り
。
国
家
の
気
運
も
、
ま
た
か
く
の
如
し
。
甚
だ
盛
な
る
時
は
、
其
の
数
早
く
満
ち
て
、
衰
う
る
こ
と
も
ま
た
速
か
な
り
。
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
極
め
ざ
れ
ば
、
其
の
数
み
た
ず
し
て
、
衰
う
る
こ
と
遅
し
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
天
与
の
数
は
定
数
で
あ
り
、
そ
れ
を
使
い
す
ぎ
れ

ば
、
必
ず
こ
れ
を
使
い
蓋
く
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
そ
の
「
数
」
を
制
御
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
連
窓
の
制
数
論
が

一
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成
り
立
つ
理
由
で
あ
る
。

　
次
に
、
淡
窓
の
制
数
論
の
理
論
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　
淡
窓
は
老
子
の
「
無
為
而
治
」
に
賛
同
し
、
さ
ら
に
、
老
子
の
「
玄
」
を
解
釈
し
て
、
「
玄
と
は
幽
明
に
し
て
明
ら
か
な
ら
ざ
る
の
謂

い
な
り
」
（
『
析
玄
』
第
一
則
）
と
言
う
。
「
玄
」
の
哲
学
に
は
変
幻
極
ま
り
な
く
測
り
知
れ
ぬ
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

「
無
」
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
無
為
の
道
」
に
し
て
始
め
て
宇
宙
天
地
の
謎
を
解
明
し
、
物
事
の
変
化
と
発
展
の
法
則
を
探

究
し
、
人
間
社
会
の
変
化
の
数
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
淡
窓
哲
学
に
お
け
る
自
然
観
と
方
法
論
の
す
ぐ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
淡
画
は
、
『
翌
冬
』
第
二
則
に
、
「
玄
は
宗
と
す
る
所
の
者
無
き
な
り
。
無
は
神
明
の
徳
、
造
化
の
機
に
し
て
、
聖
人
之
を
象
る
な
り
、

無
は
得
て
言
う
べ
か
ら
ず
。
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
言
う
。
其
の
彷
佛
を
挙
ぐ
る
な
り
。
虚
は
其
の
思
う
無
き
を
言
う
な
り
。
静
は
其
の

為
す
無
き
を
言
う
な
り
。
一
は
其
の
二
無
く
、
三
無
き
を
言
う
な
り
。
玄
は
其
の
変
化
測
ら
れ
ざ
る
を
言
う
な
り
」
と
論
じ
て
い
る
。
淡

窓
は
こ
の
言
葉
を
通
じ
て
「
玄
」
及
び
「
無
」
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
「
玄
」
の
表
現
が
「
無
」
を
通
し
て

進
行
し
て
い
る
こ
と
を
肯
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
且
つ
「
無
」
は
事
物
の
発
展
と
変
化
の
数
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

「
無
」
と
「
有
」
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
罪
数
論
の
根
拠
と
「
玄
」
を
分
析
す
る
た
め
の
前
提
へ
と
到
達
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

で
あ
る
。
『
析
玄
』
第
二
則
の
選
句
を
、
心
意
の
門
人
、
矢
上
行
は
次
の
よ
う
に
批
釈
し
て
い
る
。
「
神
明
の
徳
は
体
を
以
て
言
え
ば
、
上

天
の
載
、
声
も
無
く
臭
い
も
無
き
な
り
。
造
化
の
機
は
用
を
以
て
言
え
ば
、
四
時
行
わ
れ
、
百
物
生
ず
る
も
の
な
り
。
聖
人
之
を
象
る
と

は
、
人
人
能
く
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
を
言
う
な
り
。
造
語
精
確
、
一
時
も
荷
に
せ
ず
」
。
体
用
関
係
か
ら
天
の
本
体
と
天
の
運
行
（
天
道

も
含
む
）
の
二
者
を
統
合
し
た
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。

　
淡
窓
の
「
天
」
は
世
界
の
本
原
、
実
体
、
一
種
の
定
数
、
一
種
の
秩
序
で
は
あ
る
が
、
「
天
」
の
秩
序
は
同
時
に
「
玄
」
に
も
通
じ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
幽
明
不
明
」
で
は
あ
る
が
、
「
玄
」
の
後
に
「
無
」
、
或
は
「
数
」
が
か
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一

歩
進
ん
で
、
「
無
の
用
た
る
、
数
を
制
す
る
の
道
な
り
」
（
『
析
玄
』
第
三
則
）
と
言
い
、
こ
れ
を
は
っ
き
り
示
す
の
で
あ
る
。
続
け
て

『
析
玄
』
第
四
則
の
中
で
、
「
無
、
能
く
数
を
制
す
る
と
は
何
ぞ
や
。
無
の
義
広
し
、
然
れ
ど
も
要
を
挙
げ
て
之
を
言
え
ば
、
則
ち
其
の

有
、
有
ら
ざ
る
（
不
油
溝
有
）
の
謂
い
な
り
」
と
い
う
。
「
無
」
は
す
な
わ
ち
「
不
有
」
で
あ
り
、
「
不
有
」
は
す
な
わ
ち
「
有
」
で
あ
る

一
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た
も

と
論
断
し
て
い
る
。
ま
た
「
以
れ
唯
有
た
ず
、
是
を
以
て
失
わ
ず
、
是
れ
数
を
制
す
る
の
要
な
り
」
（
同
前
）
と
述
べ
、
「
不
有
」
1
変

化
中
の
数
を
と
ら
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も
制
数
の
前
提
で
あ
る
。

　
制
数
の
目
的
は
事
物
盛
衰
の
理
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
、
古
今
の
変
に
通
じ
、
天
命
に
安
ん
じ
、
天
徳
に
報
い
、
聖
人
の
教
え
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
二
、
「
回
数
論
」
の
中
核
と
そ
の
方
法

　
『
析
玄
』
第
五
則
の
中
に
「
制
数
論
」
の
中
核
と
根
本
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
富
貴
顕
栄
は
我
が
欲
す
る
所
な
り
。
其
の
去
る
に
当
た
り
、
追
い
て
之
を
留
む
、
貧
賎
汚
辱
は
我
が
悪
む
所
な
り
。
其
の
来
る
に
当

　
　
た
り
、
拒
み
て
之
を
逃
す
。
当
れ
区
区
の
力
を
以
て
造
化
と
捷
を
争
う
な
り
。
何
ぞ
奄
父
の
日
と
走
を
競
う
と
異
な
ら
ん
や
。
善
く

　
　
数
を
制
す
る
者
は
然
ら
ず
。
我
が
欲
す
る
所
や
、
其
の
未
だ
去
ら
ざ
る
に
及
び
て
之
を
逃
す
。
我
が
悪
む
所
や
、
其
の
未
だ
来
ら
ざ

　
　
る
に
及
び
て
之
に
就
く
、
我
逃
ぐ
れ
ば
則
ち
彼
逐
う
。
猶
ほ
影
の
人
を
逐
う
が
ご
と
き
な
り
。
我
就
け
ば
則
ち
彼
避
く
。
猶
ほ
人
の

　
　
影
を
逐
う
が
ご
と
き
な
り
。
蓋
し
彼
の
来
去
に
定
数
有
り
て
、
我
常
に
之
に
先
ん
ず
。
先
ん
ず
れ
ば
則
ち
物
を
制
す
る
な
り
。
．
故
に

　
　
虚
は
実
と
為
る
所
以
な
り
。
静
は
動
と
為
る
所
以
な
り
。
一
は
多
と
為
る
所
以
な
り
。
玄
は
明
と
為
る
所
以
な
り
。
其
の
用
測
ら
れ

　
　
ず
。
尼
父
猶
ほ
竜
の
嘆
く
が
ご
と
き
有
る
は
、
此
を
以
て
す
。

　
又
、
同
書
第
六
則
に
、

　
　
『
語
』
に
曰
く
、
「
山
を
隔
て
て
煙
を
見
、
早
く
是
の
火
を
知
る
。
こ
れ
魯
人
の
為
な
り
。
」
と
。
敏
な
る
者
は
則
ち
然
ら
ず
。
角
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

　
　
見
て
馬
を
知
り
、
足
を
見
て
蛇
を
知
る
。
則
れ
良
質
の
貨
を
居
う
る
や
、
里
な
れ
ば
則
ち
裏
を
資
し
、
冬
な
れ
ば
則
ち
葛
を
資
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

　
　
旱
な
れ
ば
則
ち
舟
を
資
し
、
水
あ
れ
ば
即
ち
車
を
資
す
。
重
れ
唯
早
く
知
る
。
是
を
以
て
其
の
数
に
先
ん
じ
て
之
を
制
す
。
故
に
太

　
　
上
は
数
を
制
す
、
其
の
次
は
数
に
任
す
。
『
易
伝
』
に
曰
く
、
「
天
に
先
だ
ち
て
天
違
わ
ず
」
と
。
数
を
制
す
る
な
り
。
又
曰
く
、

　
　
「
天
に
後
れ
て
天
の
時
を
奉
ず
」
と
。
数
に
任
す
な
り
。

と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
ま
た
二
つ
の
重
要
な
観
点
を
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
、
先
ず
制
覇
の
地
点
と
場
合
、
即
ち
制
数
す
る
要
件
と
依

拠
す
る
と
こ
ろ
の
性
質
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
魯
人
の
並
数
す
る
こ
と
が
効
果
を
持
た
な
い
の
は
、
制
御
し
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、

一
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つ
ま
り
制
御
の
術
を
本
当
に
分
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
以
上
の
場
合
は
、
実
際
は
、
「
天
に
先
だ
ち
て
天
違
わ
ず
」
（
即

ち
物
事
の
発
展
の
法
則
を
超
え
ら
れ
な
い
）
と
い
う
立
場
に
陥
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
任
数
で
あ
り
、
即
ち
天
の
時
を
奉
じ
て
行
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
実
際
は
、
ま
た
一
種
の
多
数
で
あ
り
、
た
だ
こ
の
罪
数
は
後
に
数
を
制
御
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
空
母
』
は
、
ま
た
「
盛
手
則
衰
」
と
い
う
事
理
の
中
の
深
層
思
想
を
提
示
し
て
い
る
。
即
ち
盛
の
極
は
す
な
わ
ち
衰
亡
の
兆
で
あ
る

と
い
う
道
理
で
あ
る
。
『
析
玄
』
第
七
則
に
、
「
盛
極
ま
れ
ば
則
ち
衰
う
。
人
皆
之
を
知
り
て
、
盛
の
極
は
即
ち
衰
の
兆
た
る
を
知
ら
ざ
る

な
り
。
夫
れ
孟
夏
純
陽
、
な
お
い
ま
だ
太
だ
熱
か
ら
ず
。
六
、
七
月
群
陰
下
に
生
ず
る
に
至
り
、
而
る
後
金
を
流
し
石
を
櫟
す
る
な
り
。

寒
気
ま
た
漁
り
、
落
後
の
候
を
待
ち
て
後
繋
属
な
り
。
…
…
（
中
略
）
是
を
以
て
数
を
制
す
る
者
、
其
の
い
ま
だ
盛
ん
な
ら
ざ
る
に
及
ぶ

な
り
、
盛
ん
に
な
り
て
之
を
制
す
る
は
晩
し
、
況
や
其
の
衰
に
至
る
を
や
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
前
に
述
べ
た
観
点
は
み
な
淡
窓
哲
学
の
中
の
重
要
思
想
で
あ
る
。
自
然
観
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
■
制
数
」
は
、
一
種
の
世
界
の
本
体
、

事
物
の
理
（
所
以
然
の
理
）
及
び
万
事
万
物
の
生
成
、
発
展
と
変
化
の
趨
勢
を
把
握
し
、
制
御
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時

に
、
ま
た
天
人
関
係
に
対
す
る
一
種
の
新
し
い
見
解
で
も
あ
る
。
即
ち
「
数
」
で
事
物
の
形
成
と
変
化
を
説
明
し
、
制
数
で
事
物
を
判
明

し
把
握
す
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
淡
窓
が
こ
の
よ
う
な
思
想
を
生
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
こ
と

で
あ
る
。

「
7
8一

　
三
、
「
理
義
の
説
」
に
お
け
る
自
然
観
の
意
味

　
淡
窓
は
、
『
義
府
』
の
中
で
、
「
理
は
義
の
府
な
り
。
…
…
（
中
略
）
閑
居
静
坐
に
し
て
、
輯
ち
事
物
馨
り
と
す
る
ゆ
え
ん
の
理
を
求
め
、

之
を
徴
す
る
に
心
を
以
て
す
。
心
安
ん
ぜ
ざ
る
所
は
、
旧
説
有
り
と
錐
も
欠
如
す
。
見
る
所
有
る
に
至
り
、
敢
え
て
自
ら
隠
さ
ず
。
極
め

て
私
言
臆
説
、
大
方
を
取
笑
す
る
を
知
る
」
（
第
一
則
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
淡
窓
は
先
哲
の
「
物
の
理
」
と
い
う
古
訓
に
賛
同
し
、
自
分
の
「
条
理
の
理
」
の
観
点
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
理
は
宋
学
で
は
宇

宙
の
根
元
で
あ
る
か
ら
、
淡
窓
の
理
と
宋
学
の
理
は
同
じ
で
は
な
い
。
淡
窓
の
理
は
、
た
だ
事
物
の
条
理
で
あ
る
に
止
ま
り
、
世
界
の
本

原
で
は
な
い
、
一
種
の
秩
序
或
は
道
理
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
体
的
存
在
論
及
び
人
生
哲
学
に
関
し
て
は
、
程
朱
の
学
説

に
近
い
も
の
と
言
え
る
。



　
例
え
ば
、
義
理
関
係
に
関
し
て
は
、
『
義
府
』
第
一
則
に
、
「
古
の
理
を
窮
む
る
者
、
理
を
以
て
義
を
立
て
、
義
を
以
て
礼
を
制
し
、
礼

を
以
て
事
を
行
う
。
唯
其
れ
理
を
見
る
や
達
せ
り
、
こ
こ
を
以
て
義
を
立
つ
る
や
歯
す
。
礼
と
事
と
其
の
中
に
在
り
」
、
ま
た
、
「
宋
賢
ノ

説
ハ
、
理
外
義
ナ
ク
、
義
外
理
ナ
シ
ト
定
メ
タ
ル
様
二
見
ユ
。
予
が
説
ハ
、
理
ヲ
体
ト
シ
、
義
ヲ
用
ト
シ
、
理
ハ
古
今
一
定
ノ
者
ト
シ
、

義
ハ
時
二
従
ッ
テ
変
動
ス
ル
者
ト
ス
。
三
帰
ノ
理
一
分
過
ト
云
フ
説
モ
、
大
抵
相
似
タ
ル
事
ト
覚
ユ
。
此
ク
ノ
如
ク
ニ
立
ツ
ル
ハ
、
拘
泥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ノ
失
ヲ
救
ハ
ソ
が
為
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
淡
窓
が
『
惣
髪
』
を
著
述
し
た
目
的
は
、
『
易
経
』
を
主
と
し
て
、
陰
陽
と
人
情
事
物
の
自
然
の
理
及
び
人
生
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

　
淡
窓
は
、
『
易
経
』
中
の
「
兼
三
才
（
天
、
地
、
人
）
而
二
之
」
の
立
論
に
賛
同
し
、
し
か
も
、
「
陰
陽
」
で
三
才
を
統
摂
す
る
と
い
う

こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
後
人
が
五
行
説
を
陰
陽
論
に
挿
入
し
た
こ
と
に
反
対
し
、
『
易
』
に
依
拠
し
て
、
物
質
構
成
の
観
点
（
理

気
観
も
含
む
）
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
即
詰
』
第
四
則
に
、
「
天
の
体
は
気
な
り
。
其
の
精
は
火
な
り
。
地
の
体
は
土
な
り
。
其
の
精
は
水
な
り
。
火
気
水
土
の
説
、
加
う

べ
か
ら
ざ
る
の
み
、
或
は
地
水
火
風
と
嫌
う
。
亦
実
同
じ
く
し
て
名
異
な
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
淡
窓
は
陰
陽
剛
柔
を
も
っ
て
天
地
の
間

を
説
明
し
、
陰
陽
の
本
体
よ
り
天
道
を
立
て
、
火
気
水
霜
四
つ
の
最
も
原
初
的
な
物
質
概
念
か
ら
そ
の
世
界
観
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

又
、
「
『
易
』
は
陰
陽
を
言
い
て
五
行
に
及
ば
ず
。
乃
ち
八
卦
を
以
て
之
を
論
ず
。
離
層
、
火
と
為
る
。
乾
巽
、
気
と
為
る
。
野
党
、
水
と

為
る
。
坤
艮
、
土
と
為
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
「
火
気
水
土
は
物
の
質
な
り
。
其
れ
離
合
有
る
な
り
。
盛
る
れ
ば
、
則
ち
天
地
位
し
て
万
物
生
ず
。
合
す
れ
ば
、
則
ち
天
地

混
じ
て
万
物
滅
す
。
一
華
一
合
、
百
億
万
歳
に
亙
り
長
く
存
す
。
豊
に
昂
る
る
と
離
れ
ざ
る
、
合
う
と
合
わ
ざ
る
者
有
り
て
之
を
運
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
も
そ
も

る
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
抑
之
を
視
る
も
見
え
ず
。
之
を
聴
く
も
聞
こ
え
ず
。
之
を
言
い
て
明
ら
か
に
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
を
以
て
、

聖
人
敢
え
て
之
の
名
を
定
め
ず
。
其
れ
上
に
在
る
よ
り
し
て
之
を
天
と
謂
い
、
尊
崇
す
べ
き
を
以
て
到
れ
を
帝
と
謂
う
。
妙
用
不
測
を
以

て
、
写
れ
を
神
と
謂
う
。
三
つ
の
者
、
出
つ
る
と
こ
ろ
同
じ
く
し
て
名
異
な
る
な
り
」
（
『
義
府
』
第
五
則
）
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

こ
れ
は
淡
窓
の
宇
宙
論
と
物
質
生
成
論
で
あ
り
、
物
質
の
相
互
作
用
離
合
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
天
の
三
つ
の
属
性
を
説
明
し

て
、
天
は
高
き
に
在
っ
て
、
尊
崇
す
べ
き
対
象
で
あ
り
、
そ
の
妙
用
は
不
可
知
で
あ
る
。
「
天
、
帝
、
神
」
の
三
者
は
同
一
の
も
の
で
あ
っ
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て
、
名
を
異
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
す
る
。

　
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
宇
宙
本
体
論
と
生
成
論
の
観
点
は
宋
儒
の
理
気
説
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
両
者
に
は
相
違
点
が
あ
る
。
淡
窓

の
義
子
青
邨
は
こ
の
条
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
三
者
の
目
は
、
宋
学
に
本
づ
け
ど
も
小
異
あ
り
。
…
…
此
れ
理
気
の
説
な
り
。
但
し
一
書
の
旨
、
天
を
以
て
神
と
為
し
、
之
を
敬
す

　
　
る
に
在
り
。
お
も
え
ら
く
、
理
は
天
よ
り
出
つ
と
。
理
は
窮
む
べ
き
に
し
て
天
は
測
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
、
「
天
即
理
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
の
理
を
戴
か
ず
。
凡
そ
書
中
の
理
、
皆
条
理
の
理
に
し
て
、
糊
気
の
理
に
あ
ら
ず
。

　
淡
窓
の
生
成
論
と
物
質
論
に
お
い
て
は
、
天
は
最
高
の
宇
宙
の
本
体
で
あ
り
実
在
性
（
物
質
性
）
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
に
朱
子
の
理

本
論
と
の
間
に
相
違
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
宋
学
の
説
と
源
流
は
同
じ
で
あ
る
が
、
途
は
違
っ
て
い
る
。
則
ち
陰
陽
観
か
ら
、
道

器
論
へ
と
発
展
し
た
形
而
下
の
理
論
は
同
じ
で
あ
る
が
、
形
而
上
の
理
論
で
は
、
天
が
太
極
、
理
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
区
別
点
に
関
し
て
淡
窓
自
身
の
解
釈
は
、
『
夜
雨
寮
筆
記
』
に
、
「
聖
人
ノ
教
、
天
ヲ
敬
ス
ル
ヨ
リ
先
ナ
ル
ハ
ナ
シ
、
後
世
仏
説
起

リ
、
…
…
（
中
略
）
宗
賢
掛
人
ノ
疑
フ
処
士
ッ
イ
テ
義
ヲ
立
テ
、
縦
令
天
地
崩
ル
ル
時
ア
リ
ト
モ
、
其
主
宰
タ
ル
モ
ノ
ハ
長
ク
存
ス
ト
言

フ
、
是
レ
理
気
ノ
説
ノ
出
ル
所
ナ
リ
、
但
所
謂
理
ト
言
フ
モ
ノ
、
有
ル
カ
如
ク
、
無
キ
カ
如
シ
、
得
テ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
故
二
捕
物
（
仁

斎
・
狙
裸
）
上
之
ヲ
無
シ
ト
云
ヒ
、
上
灘
ハ
之
ヲ
有
り
ト
言
フ
、
我
其
ノ
有
二
従
フ
ト
錐
モ
、
顕
然
ト
シ
テ
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
ト
言
フ

ニ
ハ
非
ス
、
故
二
之
ヲ
理
ト
云
ハ
ス
シ
テ
、
天
神
帝
ノ
三
字
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
形
容
ス
、
是
レ
主
力
昏
昏
ト
同
等
ノ
異
ナ
リ
、
義
府
窮
理
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

主
ト
ス
ト
錐
モ
、
皆
条
理
ノ
理
ナ
リ
、
理
気
ノ
理
二
面
ス
、
天
二
至
ツ
テ
ハ
、
之
ヲ
不
可
知
二
丁
ス
、
即
敬
天
ノ
義
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
井
上
源
吾
博
士
は
、
「
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
淡
窓
の
宇
宙
論
は
朱
子
学
に
基
づ
く
が
、
純
理
論
の
理
気
の
説
に
あ
き
た

ら
ず
、
理
を
天
神
帝
と
言
っ
て
、
約
言
の
敬
天
説
と
有
機
的
な
関
連
を
も
つ
よ
う
に
し
た
。
純
哲
学
的
思
惟
か
ら
の
一
歩
後
退
で
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

が
、
淡
窓
に
あ
っ
て
は
活
き
た
思
惟
と
し
て
独
自
の
領
域
が
形
勢
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
を
下
し
て
い
る
。

　
淡
窓
は
、
『
義
府
』
第
三
則
に
、
「
窮
理
の
要
三
つ
有
り
。
一
に
曰
く
、
万
物
皆
陰
有
り
、
陽
有
り
。
二
に
曰
く
、
陽
尊
く
し
て
陰
卑
し
。

三
に
曰
く
、
陽
尊
く
と
錐
も
孤
立
す
べ
か
ら
ず
。
陰
卑
し
と
錐
も
偏
廃
す
べ
か
ら
ず
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
陰
陽
観
を

展
開
し
、
且
つ
、
そ
の
人
性
論
に
関
す
る
観
点
も
同
時
に
論
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
淡
窓
は
、
陰
陽
、
剛
柔
、
仁
義
、
動
静
と
四
つ
の
原
始
物
質
（
火
気
水
土
）
の
配
列
に
よ
り
、
動
物
、
植
物
が
生
ま
れ
る
と
し
、
そ
の

【
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発
展
及
び
人
性
と
物
性
の
区
別
を
解
釈
し
た
。

　
例
え
ば
、
「
動
、
陽
と
な
す
。
走
禽
是
れ
な
り
。
静
、
陰
と
な
す
。
草
木
曇
れ
な
り
。
動
物
は
人
を
以
て
陽
と
な
し
、
禽
、
陰
と
為
す
。

人
は
神
知
を
以
て
陽
と
為
し
、
形
体
、
陰
と
為
す
。
神
知
慮
を
以
て
陽
と
為
し
、
情
欲
、
陰
と
為
す
。
思
慮
是
非
を
以
て
陽
と
為
し
、
利

害
、
陰
と
な
す
」
（
『
義
府
』
第
六
則
）
、
ま
た
、
「
花
卉
量
れ
募
菲
な
り
。
殊
玉
廻
れ
玲
瀧
な
り
。
清
な
れ
ば
、
則
ち
清
し
。
頑
な
る
か
な

　
　
　
　
　
　
あ
い

無
知
。
人
身
は
臓
濁
の
藪
に
し
て
、
早
番
の
寓
な
り
。
故
に
物
、
愛
す
べ
き
有
り
、
必
ず
憎
む
べ
き
有
り
。
愛
憎
の
相
、
因
は
即
ち
陰
陽

の
相
い
離
れ
ざ
る
な
り
」
（
『
義
府
』
第
九
則
）
と
論
じ
、
し
た
が
っ
て
、
「
陰
陽
の
理
、
層
々
相
包
む
な
り
、
な
お
蕉
を
剥
く
が
ご
と
く

然
り
。
而
し
て
尊
卑
の
分
、
秩
然
と
し
て
漏
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
（
『
義
府
』
第
六
則
）
と
論
じ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
陰
陽
で
万
物
を
統
轄
し
、
且
つ
、
一
つ
一
つ
の
事
物
は
治
の
お
の
陰
陽
の
属
性
を
持
っ
て
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
類
さ
れ
る
が
、

陽
の
中
に
は
陰
も
あ
り
、
同
様
に
、
陰
の
中
に
は
陽
も
あ
る
こ
と
を
究
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
義
」
に
関
し
て
は
、
『
義
府
』
第
十
六
則
に
、
「
理
義
並
べ
て
言
え
ば
、
義
は
即
ち
道
な
り
。
仁
義
並
べ
て
言
え
ば
、
義
も
野
道
の
一

端
な
り
。
仁
義
の
教
、
陰
陽
に
配
す
る
な
り
。
仁
は
陽
道
な
り
、
…
…
（
中
略
）
義
は
陰
道
な
り
、
…
…
陰
陽
の
偏
廃
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」

と
言
う
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
墨
金
の
義
は
二
つ
の
解
釈
を
含
む
。
一
つ
は
、
『
易
伝
』
に
基
い
て
論
を
立
て
、
義
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
、
標
準
は

物
事
の
変
化
に
従
っ
て
変
わ
る
と
い
う
こ
と
、
即
ち
呼
物
の
義
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
己
の
道
徳
を
修
め
て
、
人
間
の
倫
理
及
び
人
と

人
の
倫
常
関
係
を
調
整
す
る
準
則
で
あ
る
。

　
淡
窓
は
、
そ
の
陰
陽
観
か
ら
出
発
し
て
、
精
緻
な
人
性
論
を
説
い
て
い
る
が
、
小
論
で
は
主
に
「
三
説
」
か
ら
鎧
窓
の
自
然
観
思
想
を

帰
納
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
倫
理
道
徳
観
念
及
び
人
生
哲
学
な
ど
の
思
想
の
内
容
に
関
し
て
は
、
省
略
す
る
。

第
三
章
　
淡
窓
自
然
観
の
全
体
性

　
「
敬
天
説
」
を
基
礎
と
し
て
樹
立
さ
れ
た
淡
窓
哲
学
の
自
然
観
は
、

り
上
げ
ら
れ
た
、
宏
大
で
独
特
な
思
想
体
系
で
あ
る
。

儒
老
の
学
説
及
び
そ
の
他
の
諸
子
の
思
想
の
長
所
を
総
合
し
て
作
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淡
窓
の
哲
学
思
想
は
、
そ
の
第
二
部
著
作
1
『
約
言
』
で
論
述
し
た
「
敬
天
説
」
を
出
発
点
と
し
て
、
こ
れ
を
展
開
し
た
も
の
で
あ

る
。
「
敬
天
説
」
は
淡
窓
哲
学
思
想
の
核
心
で
あ
り
、
「
敬
天
」
と
は
、
天
を
最
高
の
崇
拝
、
模
範
の
対
象
と
し
て
、
畏
敬
の
情
で
天
に
対

す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
天
は
単
に
宇
宙
の
本
原
と
最
大
の
存
在
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
主
宰
者
で
も
あ
る
。
天
観
念

を
樹
立
し
て
か
ら
の
淡
窓
の
宇
宙
観
（
世
界
観
）
は
一
元
的
な
存
在
論
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
敬
天
思
想
に
よ
っ
て
自
然
観
と
人
生

哲
学
の
各
方
面
を
着
実
に
敷
衛
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
年
の
後
、
淡
窓
五
十
七
歳
の
時
に
『
析
玄
』
を
著
わ
し
た
。
淡
墨
が
こ
の
書
を
著
わ
し
た
動
機
と
論
述
の
要
旨
は
、
彼
の
自
叙
伝
で

あ
る
『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
天
保
九
年
十
月
十
六
日
析
玄
が
脱
稿
せ
り
。
四
千
三
百
余
炎
な
り
。
予
少
き
よ
り
、
老
子
を
好
む
。
去
年
久
兵
衛
が
家
難
あ
り
、
予

　
　
も
亦
病
厄
に
か
か
お
り
、
此
時
内
に
感
ず
る
所
あ
り
、
一
書
を
著
す
の
志
を
発
す
。
…
…
（
中
略
）
大
意
老
子
の
旨
、
置
数
二
字
に

　
　
帰
す
る
こ
と
を
明
に
す
。
是
古
人
未
発
の
説
な
り
。
内
は
己
れ
が
身
心
よ
り
し
て
、
外
は
天
下
の
政
務
に
及
ぶ
ま
で
此
二
字
を
以
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
之
を
処
せ
ん
に
は
、
当
世
の
要
務
こ
れ
に
過
ぐ
る
こ
と
な
し
と
思
え
り
。

　
『
量
器
』
に
お
け
る
溜
塗
論
と
「
盛
細
則
衰
」
の
思
想
、
「
無
」
の
「
不
有
其
有
」
と
い
う
解
釈
は
、
疑
い
も
な
く
淡
彩
の
自
然
哲
学

を
極
め
て
豊
か
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
義
府
』
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
、
聖
上
六
十
歳
の
時
に
著
わ
さ
れ
た
。
『
燈
下
記
聞
』
に
、
「
自
ら
其
の
著
述
の
意
を
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

に
し
て
曰
く
、
約
言
は
命
を
明
ら
か
に
し
、
義
府
は
理
を
明
ら
か
に
し
、
析
玄
は
数
を
明
ら
か
に
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
『
義
府
』
で
は
、
陰
陽
観
、
人
間
と
事
物
の
自
然
の
理
（
事
物
の
条
理
）
及
び
人
性
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の

陰
陽
観
と
事
物
の
自
然
条
理
は
、
彼
の
自
然
観
を
補
足
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
自
然
観
は
、
さ
ら
に
円
熟
を

増
す
の
で
あ
る
。

　
「
同
説
」
中
に
提
出
さ
れ
て
い
る
命
、
数
、
理
の
三
つ
の
核
心
は
、
皆
実
体
を
備
え
、
天
、
陰
陽
、
無
、
義
等
の
概
念
と
中
高
を
同
じ

く
し
て
、
窮
追
の
自
然
観
と
本
体
論
（
存
在
論
）
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
亦
こ
れ
は
、
人
生
哲
学
の
根
拠
で
も
あ
る
。

淡
窓
の
哲
学
概
念
と
そ
の
論
述
の
対
象
は
一
つ
一
つ
対
応
関
係
が
あ
る
。
例
え
ば
、
天
は
命
に
当
た
り
、
陰
陽
と
「
無
」
は
「
数
」
に
当

た
り
、
義
は
理
に
当
た
る
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
響
動
の
自
然
哲
学
に
全
体
性
が
あ
る
こ
と
を
十
分
よ
く
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
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の
自
然
観
の
論
理
性
と
独
特
な
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
開
窓
の
自
然
観
、
或
は
存
在
論
に
お
け
る
概
念
や
諸
学
説
の
問
に
は
、
時
に
明
確
な
規
定
（
定
義
）
の
な
い
場
合
が
あ
る
。

例
え
ば
、
「
天
」
の
概
念
に
関
し
て
は
、
時
に
は
本
体
論
と
な
り
、
時
に
は
倫
理
観
と
な
る
。
ま
た
「
義
」
に
関
し
て
は
、
時
に
は
実
体

で
あ
り
、
時
に
は
主
観
概
念
で
あ
る
。
「
理
」
の
意
味
は
、
時
に
は
朱
子
学
の
理
気
二
元
論
的
立
場
と
一
致
し
た
も
の
と
さ
れ
、
時
に
は

自
然
の
理
（
或
は
条
理
の
理
）
を
指
さ
す
も
の
と
な
る
。
こ
の
「
体
用
一
源
、
顕
微
無
間
」
の
特
色
は
、
確
か
に
伝
統
的
東
洋
文
化
、
思

想
の
特
徴
で
も
あ
る
が
、
淡
窓
哲
学
の
折
衷
的
特
色
を
よ
く
現
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
こ
こ
で
淡
窓
の
自
然
観
に
対
す
る
一
つ
の
定
義
を
試
み
て
み
よ
う
と
思
う
。
敬
天
及
び
天
人
合
一
思
想
を
基

盤
と
し
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
淡
窓
の
自
然
観
は
、
天
の
存
在
を
中
心
と
し
、
天
命
論
、
単
数
論
と
事
物
の
自
然
の
理
を
基
礎
と
す
る
、
．
儒

老
思
想
を
総
合
さ
せ
た
体
系
で
あ
る
。

　
こ
の
自
然
観
の
中
に
、
老
荘
思
想
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
淡
窓
の
自
然
観
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
朱
子
学
、

古
学
派
を
老
荘
哲
学
と
融
合
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
融
合
は
、
も
ち
ろ
ん
「
天
」
と
「
道
」
を
同
一
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
し
、
「
天
」
と
宋
学
の
理
の
概
念
は
必
ず
し
も
根
本
的
衝
突
を
引
き
起
こ
し
は
し
な
い
。
例
え
ば
、
北
宋
の
周
敦
願
が
『
太
極
図
説
』
、

『
重
書
』
を
も
っ
て
言
を
立
て
、
老
子
の
思
想
を
援
引
し
て
儒
学
に
取
り
入
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
淡
窓
は
「
道
の
主
要

な
根
源
は
天
よ
り
出
る
」
と
「
無
為
」
と
い
う
思
想
を
体
現
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
舷
窓
は
単
に
老
子
の
道
（
玄
）
、
「
貴
無
」

を
重
視
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
こ
の
道
の
観
点
を
自
分
の
自
然
観
の
中
に
取
り
入
れ
て
結
び
つ
け
、
こ
れ
に
動
態
の
性
格
を
加
え

た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
老
子
の
「
道
」
を
以
て
淡
窓
自
然
観
の
天
に
置
き
換
え
た
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
道
（
玄
）
を
も
っ
て
一
種

の
哲
学
方
法
と
し
て
こ
れ
を
使
用
し
、
儒
学
を
体
と
為
し
、
老
荘
を
用
と
為
し
た
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
析
玄
』
第
二
十
八
則
に
、
「
五
千
言
は
用
世
の
術
な
り
。
後
人
、
善
く
之
を
読
ま
ず
。
専
ら
重
工
の
談
と
為
す
。
其
の
妙
用
隠
る
る

な
り
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
淡
窓
は
、
天
を
体
と
し
、
玄
を
用
と
し
、
体
用
関
係
で
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
自
然
観
の
全
体
よ
り
見
る

と
、
老
荘
哲
学
の
諸
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
と
い
う
本
体
と
世
界
の
事
物
と
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

淡
窓
哲
学
の
自
然
観
の
外
延
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
。
天
は
本
体
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
物
事
の
生
成
と
発
展
及
び
そ
の
間
の
関
係
と
も

な
る
の
で
あ
り
、
且
つ
、
「
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
た
自
然
観
の
本
体
の
運
動
及
び
発
展
（
展
開
）
の
過
程
で
あ
る
。
故
に
淡
窓
の
自
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然
観
は
、
ど
こ
に
で
も
よ
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
析
玄
』
の
文
末
に
、
「
玄
門
の
言
に
至
っ
て
は
、
常
に
形
無
く
、
定

ま
る
宿
無
し
。
筍
も
其
の
要
領
を
得
れ
ば
、
則
ち
施
し
て
可
な
ら
ざ
る
無
し
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
儒
学
と
老
荘
学
に
自
由
に
出
入

し
た
こ
と
が
、
淡
窓
の
自
然
観
と
学
術
の
円
熟
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
淡
窓
哲
学
の
自
然
観
は
、
一
貫
し
て
一
元
論
の
前
提
を
堅
持
し
た
上
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

本
体
論
（
存
在
論
）
的
意
義
を
持
っ
た
実
体
概
念
を
組
合
せ
、
そ
の
上
に
「
一
説
」
の
内
容
を
拡
充
さ
せ
て
同
時
に
こ
れ
を
打
ち
立
て
た

の
で
あ
る
。

　
野
壷
の
学
術
は
厳
謹
方
正
で
あ
り
、
単
に
典
籍
に
従
っ
て
聖
人
の
言
葉
を
奉
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
諸
家
思
想
を
融
合
す
る
と
い
う
理
論

方
法
と
思
惟
方
式
は
生
き
生
き
と
し
て
活
発
で
あ
り
、
し
か
も
一
定
の
批
判
精
神
を
持
っ
て
い
る
。
淡
窓
の
学
は
学
派
に
拘
ら
な
い
が
、

道
統
を
守
っ
て
い
る
。
無
窓
は
、
『
析
玄
』
第
十
一
則
の
中
で
、
置
数
思
想
で
も
っ
て
中
国
の
歴
代
王
朝
の
盛
衰
を
分
析
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
「
国
を
有
つ
の
道
、
唯
其
の
数
を
制
し
、
盈
満
な
ら
ざ
ら
し
む
る
の
み
。
此
れ
聖
人
の
秘
旨
な
り
。
我
、
拘
儒
の
革
命
を
疑
う
者

を
悲
し
む
。
故
に
、
己
む
を
得
ず
し
て
、
之
を
洩
ら
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
淡
画
が
社
会
歴
史
の
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
淡
窓
は
諸
家
の
思
想
を
包
括
し
な
が
ら
、
同
様
に
道
統

を
守
り
学
派
に
拘
わ
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
止
む
を
得
ず
し
て
こ
の
言
を
発
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
の
側
面
か
ら
、
自
己
の
自

然
哲
学
思
想
と
そ
の
他
の
学
派
の
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
淡
窓
の
自
然
観
の
帰
着
点
は
主
に
自
然
哲
学
と
倫
理
及
び
人
生
哲
学
の
方
面
に
あ
り
、
そ
の
自
然
観
は
同
時
に
倫
理
観
と
人
生
哲
学
で

も
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
淡
窓
の
自
然
観
は
そ
の
哲
学
体
系
の
中
に
お
け
る
前
提
で
も
あ
る
し
、
結
論
で
も
あ
る
。

こ
の
一
体
的
構
成
と
「
体
用
不
二
」
の
特
徴
は
儒
学
の
特
色
で
も
あ
っ
た
が
、
小
論
は
淡
墨
思
想
の
中
か
ら
特
に
そ
の
自
然
哲
学
思
想
を

抜
き
出
し
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
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〔
注
〕

（
1
）
松
下
西
洋
（
一
七
六
四
～
一
八
一
〇
）
。
江
戸
時
代
、
筑
後
の
人
。
名
は
夷
、
字
は
世
民
、
通
称
は
勇
馬
、
号
は
薬
嚢
。
久
留
米
藩
士
松
下
高
景
の

　
　
第
三
子
。
初
め
医
を
業
と
し
た
が
、
の
ち
儒
を
も
っ
て
久
留
米
藩
に
仕
え
た
。
の
ち
豊
後
日
田
に
赴
い
て
講
説
し
、
当
時
の
門
人
に
広
瀬
淡
墨
が
あ
る
。

　
　
寛
政
中
、
佐
伯
藩
に
招
か
れ
て
、
藩
校
四
教
堂
の
教
授
と
な
っ
た
。
文
化
七
年
没
、
年
四
十
七
。
（
『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』
）

（
2
）
　
「
敬
天
説
」
と
は
、
広
瀬
連
窓
哲
学
思
想
の
主
要
学
説
で
あ
り
、
淡
窓
の
主
著
の
一
つ
の
『
約
言
』
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
主
な
内
容
は
、
天

　
　
ば
無
限
の
威
力
を
備
え
た
世
界
主
宰
者
、
或
ば
人
格
神
一
上
帝
、
客
観
性
を
備
え
た
宇
宙
実
体
で
あ
り
、
人
間
と
社
会
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
か

　
　
ら
、
人
間
は
必
ず
敬
天
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）
　
「
制
数
論
」
と
は
、
蛍
窓
哲
学
の
学
説
の
一
つ
で
あ
る
。
即
ち
世
界
の
万
事
万
物
の
内
部
に
は
、
自
身
の
量
の
規
定
性
　
　
数
が
あ
る
。
事
物
を
制

　
　
御
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
回
数
と
い
い
、
『
析
玄
』
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
「
理
義
の
説
」
と
は
、
　
『
藩
府
』
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
陰
陽
、
事
物
の
理
、
義
及
び
倫
理
に
関
す
る
理
論
で
あ
る
。

（
5
）
　
『
約
言
或
問
』
（
漢
文
）
十
二
頁
、
「
天
地
章
」
。
（
『
淡
窓
全
集
』
中
巻
・
日
田
郡
教
育
会
・
大
正
十
五
年
。
以
下
『
連
窓
全
集
』
を
『
全
集
』
と
省

　
　
略
す
る
）

（
6
）
同
右
。

（
7
）
　
工
藤
豊
彦
著
『
広
瀬
淡
窓
・
広
瀬
旭
荘
』
九
十
一
頁
（
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
3
5
・
明
徳
出
版
社
・
一
九
七
八
年
）
。

（
8
）
　
同
右
、
九
十
二
頁
。

（
9
）
　
『
醒
斎
語
録
』
巻
一
、
七
～
八
頁
。
（
『
全
集
』
上
巻
）

（
1
0
）
矢
上
行
。
字
は
子
生
、
号
は
快
雨
、
通
称
は
行
助
。
半
里
年
は
不
明
。
阿
波
の
人
。
京
師
（
京
都
）
に
在
っ
て
政
塊
古
学
塾
を
開
く
。
『
析
玄
』
の

　
　
批
釈
と
蹟
を
書
い
て
い
る
。
（
遠
藤
隆
吉
著
『
老
子
研
究
』
な
ど
に
よ
る
）

（
1
1
）
　
『
夜
雨
寮
筆
記
』
巻
三
、
三
十
頁
。
（
『
全
集
』
上
巻
）

（
1
2
）
　
『
義
府
』
第
五
則
の
文
中
注
。
（
『
全
集
』
中
巻
）

（
1
3
）
　
『
夜
雨
寮
筆
記
』
巻
三
、
三
十
二
頁
。
（
『
全
集
』
上
巻
）

（
1
4
）
　
井
上
源
吾
著
『
広
瀬
淡
窓
評
伝
』
四
百
十
頁
。
（
葦
書
房
・
一
九
九
三
年
）

（
1
5
）
　
『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
四
十
、
五
百
三
十
～
五
百
三
十
一
頁
。
（
『
全
集
』
上
巻
）

（
1
6
）
　
『
燈
下
記
聞
』
（
『
六
橋
記
聞
』
）
巻
一
、
一
頁
。
（
『
全
集
』
上
巻
）
．

一
8
5「


